
議案第１号 

 

平成２９年度事業実績報告 

 

１．総括 

平成２９年度は、「地域包括ケアシステムの構築」に向けて、大牟田市地域医療・介護連携推進

ビジョンに基づき、多職種での連携を深めていく年であった。 

   そのような中、当協議会としては、対人援助専門職としての高い専門性と倫理観を身につけるこ

とを目指した継続的な研修会を行うとともに、地域ケア会議への積極的な関わり、主治医をはじめ

とした医療との連携強化、多職種との連携構築に向けた活動を基本方針として取り組んだ。 

   ケアマネジメントサポート事業については、大牟田市より事業を受託し、地域包括支援センター

と共働で取り組んだ。市内事業所の介護支援専門員が抱えるケースや事業運営上の課題等の解決に

向けて共に考える訪問相談事業や包括圏域ごとに“気軽に集える場づくり”や“勉強会の企画”を

行い、介護支援専門員全体の質の向上と連携体制の構築につとめてきた。 

   研修事業については、対人援助職者としての成長には不可欠である“常に基本に戻ること、実践

の振り返りと検証を継続すること”を軸とし、基礎研修・共通研修では対人援助の枠組みや必要な

知識・援助技術を学ぶ研修会を開催した。熟達研修では、初級編・中級編のグループを編成し、毎

月 1回グループスーパービジョンを実施し、対人援助職者としての熟成に努めた。また、施設ケア

マネジメント研究活動支援については、今後の継続的な活動につながるよう実践事例を用いた事例

検討をとおして学びを深めた。 

   利用者支援における多職種連携の基盤づくりについては、主治医と介護支援専門員をはじめとし

た多職種交流事業として研修会と交流会を開催した。また、医療・介護連携推進事業では、セラピ

ストと意見交換を行い、医療連携支援体制の構築を目指した。 

   情報の共有・発信については、“あいネット”を活用するとともに、機関誌“きらめき”を定期

及び号外として適宜発行することで、協議会の取り組みや研修会等の報告、実践事例の紹介及び社

会資源の情報発信に努めた。しかし、“あいネット”の活用状況や費用対効果の面から、ホームペ

ージリニューアルと情報発信の再検討も並行して行った。 

   平成２９年度も充実した活動内容ではあったが、事業所会員４１件、個人会員２４７名であり、

会員の増加が伸び悩み、事業予算の確保など課題が残っている。また、平成３１年には、当協議会

設立２０周年を迎えることになり、組織の在り方や各事業の方向性を見直し、更なる活動の充実を

図る必要から会員を対象としたアンケートも実施した。今後は、アンケートに基づく会員の皆さん

の声を活動に反映させ、活気ある取り組みにつなげていきたい。 

   おわりに、当協議会の活動を支援していただいた大牟田市関係課や大牟田市介護サービス事業者

協議会など諸関係団体、及び会員の皆様に厚くお礼を申し上げるとともに、引き続き今後の活動に

ついてご支援、ご協力をお願いし、平成２９年度のまとめとしたい。 

 

 

 

 

 



２．事業部会事業実績 

 （１）事務局 

  ①役員会の開催 

   ◆第１回（６月 2３日） 

    議題：１．各事業部会の進捗状況について 

       ２．認知症地域医療連携協議会の委員の推薦について 

       ３．大牟田市居住支援協議会 役員候補者の推薦について 

       ４．ケアマネサポート事業と研修部会開催研修との関係性について 

       ５．ホームページリニューアルについて 

   ◆第２回（９月１９日） 

    議題：１．各部会の進捗状況について 

       ２．ホームページリニューアルについて 

   ◆第３回（１１月２９日） 

    議題：１．ホームページ作成業者選定について 

       ２．アンケートの実施について 

       ３．講師謝金内規について 

       ４．広報部会員の追加について  

   ◆第４回（２月８日） 

    議題：１．総会までのスケジュールについて 

       ２．来年度の事業計画について 

       ３．役員改選について 

       ４．講師謝金内規について 

       ５．２０周年記念事業の方向性と実行委員会について 

       ６．全体交流会の方向性と実行委員会について 

       ７．ホームページの確認と説明会について 

       ８．大牟田市地域包括支援センター運営協議会委員の推薦について 

       ９．大牟田市住宅審議委員会委員の推薦について  

◆第５回（３月 7日） 

    議題：１．平成２９年度事業報告・決算報告及び平成３０年度事業計画案・予算案について 

       ２．平成２９年度決算資料・平成３０年度予算について 

       ３．内規について 

       ４．役員改選について 

       ５．規約の見直しについて 

 

  ②平成２９年度定期総会の開催 

   日時：４月２７日（木）18：00～19：00 

   会場：イオンモール大牟田 イオンホール 

   議案：１．平成２８年度事業実績報告 

      ２．平成２８年度決算報告及び基金運用状況報告ならびに監査報告 

      ３．平成２９年度事業計画（案） 



      ４．平成２９年度予算（案） 

      ５．監事交代について 

 

  ③介護関係イベントへ参加及び行政・介護サービス事業者協議会・大牟田医師会との連携 

   ◆大牟田市いきいき長寿まちづくり協議会 安藤会長が委員として参加 

   ◆大牟田市地域包括支援センター運営協議会 松下情報交流事業部会長が委員として参加 

   ◆大牟田市障害者自立支援・差別解消支援協議会 井形事務局次長が委員として参加 

   ◆認知症地域医療連携協議会 松下情報交流事業部会長が委員として参加 

   ◆大牟田市居住支援協議会 安藤会長が監事として参加 

同協議会 橋口事務局長が委員として参加 

   ◆大牟田市市営住宅審議委員会 小島広報事業部会長が委員として参加 

   ◆大牟田地域健康推進協議会へ加盟 

   ◆大牟田みんなの健康展 2017 へ参加『介護なんでも相談室』としてコーナーを担当 

   ◆在宅医療・介護シンポジウム（２月１７日）共催 

   ◆大牟田市 地域ケア会議への主任介護支援専門員推薦 

   ◆在宅医療・介護連携推進協議会 安藤会長が委員として参加 

   ◆在宅医療拠点整備事業 林副会長が委員として参加 

 

  ④他市町村協議会等との連携と情報収集 

     日程：９月２日 

会場：福岡赤十字病院 

内容：福岡市よかばいセミナー「対人援助専門職に必要なアセスメント力」  

講師：渡辺 律子氏（日本女子大学 人間社会学部社会福祉学科） 

林副会長、梅田研修部会長参加 

 

  ⑤ケアマネ支援事業（ケアマネジメントサポート事業） 

   ◆全体会議 

     日程：５月１０日 

     会場：大牟田市総合福祉センター 大会議室 

     参加者：５６名 

◆全体研修会 

     日程：11月２５日 

     会場：大牟田市総合福祉センター 大会議室 

     内容：アセスメント手法と課題整理総括表の活用について 

     講師：金子 大介氏（福岡県介護支援専門員協議会 代表理事） 

     参加者：５３名 

◆サポート事業連携担当会議  

     ①日程：５月１０日 ②日程：７月２８日 ③日程：１月１２日 

     包括圏域毎に独自の取り組みを実施 

 



   ◆訪問相談事業 

     平成２９年７月～平成３０年３月にかけて当協議会主任介護支援専門員、地域包括支援セン 

    ターでケアマネジメントサポートチームを編成し、３９カ所の事業所を訪問、４９件の相談ケ 

    ースに対応した。 

 

⑥施設ケアマネジメント研究活動への支援 

   ◆施設ケアマネジメントに関する研修会の開催 

     日程：２月１６日 

     会場：大牟田市総合福祉センター 大会議室 

     内容：「事例検討会」 

     講師：黒田 直氏（介護老人保健施設 聖ルカ苑 施設次長） 

     参加者：３９名 

 

⑦利用者を地域で支えていくための基盤づくりに関する取り組み 

   ◆利用者を地域で支えていくことの重要性を理解し、実践につなげていくための研修会の開催 

     日程：８月２４日 

     会場：大牟田市総合福祉センター 大会議室 

     内容：「利用者を地域で支える基盤づくり」 

     講師：倉光 聡美氏（大牟田市中央地区地域包括支援センター） 

        前田 佳宏氏（大牟田市社会福祉法人地域公益活動協議会） 

        夏目 尚 氏（同協議会） 

     参加者：４６名 

 

⑧あいネットの管理運営支援 

     大牟田市介護サービス事業者協議会と連携し、運営・管理・今後の運用方法について検討を 

    行った。また、ホームページリニューアルに伴う実行委員会の立ち上げと運用方法の協議、説 

    明会を開催した。 

 

⑨会員全体交流会（各部会による実行委員会） 

    会員相互交流を目的とした会員全体交流会を実施した。 

     日程：9月 1日 

     会場：新みなと 

     参加者：６５名 

 

⑩部会活動～会議の開催 

第１回 ４月 １日 平成２９年度定期総会について 

第２回 ５月１７日 
平成２９年度各事業役割分担について 

ケアマネ支援事業の事業予算の使用について 

第３回 ６月９日 利用者を地域で支える基盤づくりの研修について 



アンケートの実施について 

ケアマンジメント支援事業について 

みんなの健康展について 

第４回 ８月１０日 

平成２９年度利用者を地域で支えていくための研修会について 

みんなの健康展につて 

三池地区地域ケア会議の主任介護支援専門員の推薦について 

第５回 １１月９日 

アンケートについて 

施設ケアマネジメントについて 

ホームページリニューアルについて 

第６回 ２月１４日 

各事業の進捗状況について 

施設ケアマネジメント研修について 

次年度の事業計画について 

第７回 ３月２０日 
平成３０年度定期総会について 

地域ケア会議の主任介護支援専門員の推薦について 

 

（２）研修事業部会 

  ①共通研修（フォローアップ全体研修）の開催 

   ◆第１回（3月４日） 

     内容：「スーパービジョン研修」 

     講師：高橋 学 氏（昭和女子大学大学院 教授） 

     会場：社会保険大牟田天領病院 福祉センター 

     参加者数：５０名 

 

  ②熟達研修（スーパービジョン研修）の開催 

    平成２９年度より 2 年間の課程で月 1回スーパービジョン研修を実施し、中級編２７名、初 

   級編２１名が参加した。 

 

  ③基礎研修の開催 

   ◆第１回（7月７日） 

     内容：「ケアマネジメントとは」 

     講師：林 洋一郎 氏（高齢者総合ケアセンター サンフレンズ） 

     会場：イオンモール大牟田 イオンホール 

     参加者数：43名 

   ◆第２回（8月３０日） 

     内容：「緩和ケア看護について」 

     講師：樋口 愛子 氏（大牟田市立病院 緩和ケア認定看護師） 

     会場：社会保険大牟田天領病院 福祉センター 

     参加者数：４７名 

   ◆第３回（９月２８日） 

     内容：「地域福祉の実践について」 



     講師：猿渡 進平 氏（白川病院 地域連携室 室長） 

会場：社会保険大牟田天領病院 福祉センター 

     参加者数：4７名 

   ◆第４回（１０月１３日） 

     内容：「面接技法について」 

     講師：大垣 京子 氏（日本医療ソーシャルワーカー学会 会長） 

     会場：イオンモール大牟田 イオンホール 

     参加者数：５０名 

   ◆第５回（11月 1６日） 

     内容：「皮膚・排泄ケアについて」 

     講師：竹下 裕子 氏（米の山病院 皮膚・排泄ケア認定看護師） 

     会場：社会保険大牟田天領病院 福祉センター 

     参加者数：２５名 

   ◆第 6回（２月２２日） 

     内容：「変わる社会と高齢者の人権～ケアされる人も、ケアする人も大切な存在」 

講師：馬場 周一郎 氏  

会場：社会保険大牟田天領病院 福祉センター 

参加者数：4１名 

 

  ④部会活動～会議の開催（２回） 

第 1回 ４月２４日 平成２８年度事業計画について 

第 2回 ５月 2２日 平成２９年度事業計画について 

 

（３）広報事業部 

①会報「きらめき」の発行（年３回） 

◆ＶＯＬ．６３号（平成２９年７月発行） 

・平成２９年度定期総会報告 

・H２９年度ケアマネジメントサポート事業について 

・介護支援専門員実務研修の実習について 

・シリーズ実践事例「地域と本人のはざまで今後の方針を決める事が難しかった事例」 

・リレー随想 三池地区地域包括支援センター 田中 和美氏 

・保険者（大牟田市長寿社会推進課)からのお知らせ 

 

◆ＶＯＬ．６４号（平成２９年１１月発行） 

・「利用者を地域で支えるための研修会」 

・基礎研修②「緩和ケア看護について」 

・基礎研修③「地域をつなぎ“住み慣れた家での生活”を作る」 

・大牟田市内認知症カフェの紹介 

・シリーズ実践事例「身体的に在宅生活が困難であるにもかかわらず、施設入所を拒否され続 



けた方の入所支援を振り返る」 

・リレー随想 大牟田医師会ケアプランセンター 永野 和美氏 

・保険者（大牟田市健康長寿支援課）からのお知らせ  

 

◆ＶＯＬ．６５号（平成３０年３月発行） 

・Ｈ２９年度主治医と介護支援専門員～講演会・交流会～ 

・第９回多職種連携促進のための意見交換会 

・ケアマネジメントサポート事業～質の向上のための研修会～ 

・事例検討会～施設ケアマネジメントの実践～ 

・シリーズ実践事例「ご家族と関わり方が難しかった事例」 

・高齢者運転免許証自主返納支援事業について 

・リレー随想 中央地区地域包括支援センター 一瀬 佳子氏 

・保険者（大牟田市健康長寿支援課）からのお知らせ  

 

◆きらめき号外発行（あいネット掲載） 

・きらめき号外１号発行 平成２９年１２月 

   「望む生活に向けての支援～解決構築の面接技法から学ぶ～」 

・きらめき号外２号発行 平成３０年２月 

   「皮膚・排泄ケアについて」 

・きらめき号外４号発行 平成３０年４月 

   「スーパービジョン研修」 

 

②広報事業部会活動、会議の開催（６回） 

第１回 4月 26日 きらめき 63号編集会議  

第２回 8月 25日 きらめき 64号編集会議  

第 3回 1月 16日 きらめき 65.号編集会議  

＊きらめき各号の発送作業 3回・企画打ち合わせ 

 

（４） 情報交流部会 

①医療・介護の多職種、地域団体との連携推進のための交流事業 

介護予防やリハビリテーションに焦点を当て、各セラピスト（ＯＴ．ＰＴ．ＳＴ）との意見交 

換会を開催した。この意見交換会では、特に病院に勤務しているセラピストとの連携について、 

事例を使って支援の方法を検討した。また、これからの課題も共有することができた。 

日程：11月 28日 

会場：イオンモール大牟田 イオンホール 

内容：第１部 事例を通してお互いの役割等について理解を深める 

「入院時の情報交換について」 

「在宅復帰における今後の支援について」 



第 2部 意見交換会 

テーマ「入院支援における連携の取り方（顔の見える連携づくり）」 

     ～より良い連携の取り方や困っていること～ 

参加者数：109 名 ＰＴ 39名 ＯＴ 15名 ＳＴ １名 看護師 １名 

          介護支援専門員 53名 

 

②主治医と介護支援専門員をはじめとした多職種交流事業の開催 

     今回は医師・介護支援専門員に参加をしぼり、在宅支援診療所を開業されている講師を招き、 

地域において利用者を最後まで支援していくために多職種との連携、チーム作りについて学ん 

だ。２部では、連携がよりいっそう前進し課題が共有できることを目的に交流会を開催した。 

    日程：１月 25日 19：00～21：30 

    会場：ニューガイア オームタガーデン 平安の間 

    内容：第 1部 講演会 

        「在宅医療と多職種連携 在宅看取り医療を中心に」 

         講師：医療法人ソレイユ ひまわり在宅クリニック  

理事長 院長 五郎慶次氏 

参加者：87名 

医師 15 名 介護支援専門員 67名 行政 5名 

        第 2部 交流会 

        参加者：49名 

        医師 15 名 介護支援専門員 29名 行政 5名 

  

③部会活動～会議の開催（10回） 

第 1回 5月 18日 年間事業計画 

第 2回 7月 4 日 年間事業計画 

第 3回 8月 3 日 
医療・介護、多職種、地域団体との連携推進のための 

交流会の内容について検討 

第 4回 9月 4 日 
医療・介護、多職種、地域団体との連携推進のための 

交流会の内容について検討計画内容の検討  

第 5回 9月 25日 
医療・介護、多職種、地域団体との連携推進のための 

交流会の呼びかけや内容について 

第 6回 10月 22日 年間事業の日程、場所の検討  

第 7回 11月 22日 

医療・介護、多職種、地域団体との連携推進のための 

交流会及び医師と介護支援専門員、多職種連携交流会

について 

第 8回 12月 11日 
医師と介護支援専門員をはじめとした多職種交流会

について及びアンケートのまとめ 

第 9回 1月 16日 医師と介護支援専門員をはじめとした多職種交流会 



の運営について 

第 10回 2月 13日 
医師と介護支援専門員をはじめとした多職種交流会 

のアンケートのまとめ 年間行事についてのまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議案第３号 

 

平成３０年度事業計画 

 

１.活動の基本方針 

  平成３０年度は、介護保険改正と第７期介護保険事業計画が開始される年となる。地域包括ケアシ 

ステム、地域共生社会構築に向けて、大牟田市地域医療・介護連携ビジョンにもとづき、当協議会も

各専門職団体と連携し活動を推進していく。 

  そのような中、介護支援専門員は、介護保険制度の理念である自立支援に向けたケアマネジメント

の実践者として利用者の生活支援、医療連携の要を担っていくことが求められている。また、認知症

や様々な要因により、自身の想いを表現できない方々の代弁者としての役割を果たしていくことも重

要である。そこで、当協議会においては、対人援助専門職としての高い専門性と倫理観を身につける

ことを目指した継続的研修を行うとともに、地域ケア会議への積極的な関わり、主治医をはじめとし

た医療との連携強化、多職種や地域団体等との連携構築に向けた活動の充実を図る。 

  また、平成３１年の設立２０周年に向けて組織や活動内容のあり方を模索していく。 

 

２.事業部会活動計画 

（１） 事務局 

①役員会の開催 

②定期総会の開催 

③介護関連イベント、講演会等への参加協力、共催、後援等 

介護関連イベント、講演会等への積極的に参加し、行政、大牟田市介護サービス事業者会等 

と共催実施することにより、当協議会の活動を市民や関係者へ広く PRする。 

④他市町村等協議会との連携 

大牟田市外の介護支援専門員関係団体等との交流（研修会等への参加を通じ、活動等に関する 

意見交換や他団体等の活動内容などから、当協議会活動充実のための情報収集を行う） 

⑤ケアマネ支援事業（ケアマネジメントサポート事業） 

平成３０年度から大牟田市委託事業としてのケアマネジメントサポート事業が廃止されるこ 

ととなる。平成２９年度から取り組み始めた「連携体制構築の取り組み」は、地域包括支援セン 

ター圏域毎に特色ある活動として充実しており、今後も継続していく。また、今後のケアマネ支 

援事業の全体像については、主任介護支援専門員全体であり方を検討していく。 

⑥施設ケアマネジメント研究活動への支援 

施設ケアマネジメントに関わる実践者とともに、入所施設におけるケアマネジメントについ 

ての「研修会企画」を行っていく。また、「支援者同士のネットワーク構築」を目指し、継続的な

研修会実施の仕組みづくりを目指す。 

⑦地域包括システムの推進、地域共生社会の実現に向けて「介護支援専門員」の役割を模索する 

取り組みについて平成２９年までは、利用者を地域で支えていくための基盤づくりの重要性を 

理解することや地域関係団体等との連携した事例について学ぶ研修会を開催してきた。利用者 

を地域で支えて為には、地域とのつながりが必要であることの一定の理解を深めることができ 

た。今年度からは、地域包括ケアシステム推進や地域共生社会にかかわる他分野等を学び、介護支



援専門員としての役割や共働のあり方を模索していく。 

⑧会員への情報発信について 

リニューアルしたホームページを活用し、当協議会の情報やきらめき等、会員や外部への周知・ 

発信を行っていく。各事業部会共働での実行委員会を立ち上げ、運営・管理・今後の運用方法につ 

いて検討を行っていく。 

⑨「大牟田市介護支援専門員連絡協議会 設立２０周年記念事業」について 

平成３１年度に開催する２０周年記念事業の内容について検討を行っていく。 

 

（２）研修事業部会 

 ①共通研修(フォローアップ全体研修)の開催 

   大牟田市介護サービス事業者協議会と連携し、対人援助専門職としての専門性を高めるため 

  の研修会を開催する。 

②基礎研修の開催 

   対人援助専門職としての基礎知識の習熟を図るための研修会を開催する。 

 ③熟達研修（スーパービジョン研修）の開催 

   平成２9年度からの２年間の課程で、初級編 1チーム（21名）と中級編 2チーム（27名）で、

原則月１回開催しており平成 30年度も継続する。 

 ④その他  

  スーパーバイザー活動支援及び養成研修を継続的に実施する。 

 

（３）広報事業部会 

①会報の発行（年３回） 

当会の活動内容などを掲載した会報を発行し、活動の報告・介護サービスに関する情報の共有、 

提供を行っていく。 

②会員への情報発信 

ホームページを活用し、協議会の情報やきらめき号外等、介護支援専門員に必要な情報をより 

早く発信していく。 

 

（４）情報交流部会 

①職種連携の推進・強化 

医療や介護、地域で活動している支援者との連携推進強化を目指した、多職種協働の展開が図る 

ための意見交換会や研修会を実施する。 

・主治医と介護支援専門員との交流事業の開催 

・医療・介護の多職種、地域団体との連携推進のための交流事業 

②会員相互交流 

会員間の情報交流や意見交換、多職種との交流会の企画・協力を行う。 

 


